
卵殻膜の生地でハ
オ
ポ
ヴェ
ー
ル
の
生
地
を
使っ
て
仕
立
て
た
婦
人
服

二
班

ンカチ ・靴下
機
能
性
食
品
な
ど
を
手
掛

け
る
フ
ァ
ー
マ
フ
ー
ズ
は
二

ワ
ト
リ
の
卵
を
原
料
と
し
て

作っ
た
衣
料
用
生
地
の
販
売

を
本
格
化
さ
せ
る。
4
月
か

ら
セ
ブ
ン
ー
イ
レ
ブ
ン・
ジ

ャ
パ
ン
が
タ
オ
ル
や
靴
下
を

制
作
し、
大
阪•
関
西
万
博

の
会
場
で
販
売
を
始
め
た。

卵
殻
膜
の
生
地
は
肌
の
う
る

お
い
を
保
ち
な
が
ら、
汗
で

蒸
れ
に
く
い
と
い
っ
た
機
能

性
を
備
え、
2
0
3
0
年
に

年
間
1
0
0
0
坊
の
生
産
を

め
ざ
す。

フ
ァ
ー
マ
フ
ー
ズ
は
22
年

か
ら
卵
殻
膜
で
作
ら
れ
た
生

地
「
オ
ボ
ヴェ
ー
ル」
を
羹

産
し
て
い
る。
こ
の
た
び
セ

プ
ン
ー
イ
レ
ブ
ン・
ジ
ャ
パ

ン
が
企
画
し
た
靴
下
と
ハ
ン

カ
チ
の
生
地
に
採
用
さ
れ

た。
大
阪•
関
四
万
博
の
会

場
内
に
あ
る
セ
ブ
ン
イ
レ
プ

ン
2
店
舗
で
販
売
し
て
い

る。
価
格
は
ハ
ン
カ
チ
が
9

3
5
円、
靴
下
が
1
5
4
0

円。こ
れ
ま
で
は
サ
ン
プ
ル
品

や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の

衣
装
製
作
な
ど
に
と
ど
ま
っ

て
お
り、
一
般
消
鉗
者
向
け

の
商
品
は
今
回
が
初
め
て。

フ
ァ
ー
マ
フ
ー
ズ
自
体
も

万
博
に
出
展
し、
オ
ボ
ヴェ

ー
ル
を
紹
介
し
て
い
る。
卵

形
の
巨
大
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
四

い
て
来
塙
者
が
手
触
り
を
体

験
で
き
る
よ
う
に
し、
ス
タ

ッ
フ
は
オ
ボ
ヴェ
ー
ル
を
使

っ
た
制
服
を
着
て
案
内
す

る。
衣
装
は
京
都
の
友
禅
作

家
が
デ
ザ
イ
ン
し
た。

ま
ず
乾
燥
さ
せ
た
卵
殻
膜

ガ博で販売、ifで蒸れに＜＜

フ
ァ
ー
マ
フ
ー
ズ、
セ
ブ
ン
が
商
品
化

オ
ポ
ヴェ
ー
ル
で
つ
く
ら
れ
たハ
ン
カ
チ
は
大
阪•
関
西
万

博
会
場
に
あ
る
セ
プ
ン
イ
レ
プ
ン
の
店
舗
で
売
ら
れ
て
い
る

{-•一ー与―｝

，

 

,

 

を
加
水
分
解
で
液
状
に
し、

セ
ル
ロ
ー
ス
に
10
％
ほ
ど
混

合
す
る
こ
と
で
原
綿
を
作

る。
卵
殻
膜
は
卵
の
殻
の
裏

に
あ
る
薄
膜
で、
T
シ
ャ
ツ

1
枚
で
は
卵
約
1
0
0
個
分

の
卵
殻
膜
を
使
用
す
る
と
い

う。
ダ
イ
ワ
ボ
ウ
レ
ー
ヨ
ン

（
大
阪
市）
に
生
産
委
託
し、

糸
や
織
物
と
し
て
ア
パ
レ
ル

メ
ー
カ
ー
な
ど
に
販
売
す
る

予
定
だ。

廃
棄
さ
れ
る
卵
殻
膜
を
生

地
に
使
う
こ
と
で
環
塙
へ
の

負
担
を
減
ら
せ
る
だ
け
で
な

く、
化
学
繊
維
に
は
な
い
機

能
性
も
付
与
で
き
る。
フ
ァ

ー
マ
フ
ー
ズ
の
実
験
で
は、

レ
ー
ヨ
ン
な
ど
と
比
べ
て
肌

の
水
分
を
逃
し
に
く
く、
吸

放
涸
性
が
高
い
こ
と
が
わ
か

i
g
 

っ
た。
オ
ボ
ヴェ
ー
ル
の
原

綿
価
格
は
レ
ー
ヨ
ン
の
数
倍

ほ
ど
だ
が、
カ
シ
ミ
ヤ
や
シ

ル
ク
よ
り
も
安
い
と
い
う。

環
塙
省
に
よ
る
と、
衣
服

の
原
材
料
調
達
か
ら
製
造
ま

で
に
か
か
る
二
酸
化
炭
素

(
C
0
2)
の
排
出
棗
は
服

ふ翌
当
た
り
約
25.
5
討
各゚

廃
棄
さ
れ
る
卵
殻
膜
を
使
う

こ
と
で
環
塙
負
荷
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
る。
万
博
で
の

展
示
を
企
画
し
た
原
田
清
佑

氏
は
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界

で
も
持
続
可
能
な
開
発
目
標

(
S
D
G
S)
へ
の
意
識
が

高
ま
っ
て
い
る」
と
話
す。

26
年
7
月
期
に
繊
維
事
業
の

売
り
上
げ
を
3
億
円
に
伸
ば

す
計
画
だ。

フ
ァ
ー
マ
フ
ー
ズ
は
1
9

以
望
習

名・
冗 、

2~-
―

お
滋
謬
屈`y

大
阪•
関
西
万
博
の
ファ
ー
マ
フ
ー
ズ
の
展
示
ブ
ー
ス
で
は

ス
タッ
フ
が
オ
ポ
ヴェ
ー
ル
で
作
ら
れ
た
制
服
を
羞
て
い
る

9
7
年
に
設
立
し
た
バ
イ
オ

関
連
の
研
究
を
手
掛
け
る
企

業
だ。
こ
れ
ま
で
血
圧
の
上

昇
を
抑
え
る
と
さ
れ
る
G
A

B
A
（
ギ
ャ
パ）
な
ど、
健

（左から順！こ）卵殻膜と、卵殻
膜を使って作られた原綿・糸

康
食
品
の
素
材
を
メ
ー
カ
ー

に
販
売
し
て
い
た
が、
近
年

は
育
毛
剤
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト

と
い
っ
た
消
費
者
向
け
の
通

信
販
売
が
伸
び
て
い
る。
24

年
7
月
期
の
売
上
高
は
6
2

1
億
円、
純
利
益
は
32
億
円

だ
っ
た。
売
上
高
1
0
0
0

億
円
に
向
け
て
新
た
な
収
益

の
柱
と
し
て
繊
維
事
業
に
カ

を
入
れ
る。

同
社
は
衣
料
生
坤
以
外
に

も
卵
殻
膜
活
用
の
可
能
性
を

探
っ
て
い
る。
そ
の
1
つ
が

電
気
自
動
車
(
E

V
)

な
ど

に
搭
載
さ
れ
る
電
池
材
料

だ。
23
年
に
は
信
州
大
学
と

共
同
で
卵
殻
膜
を
用
い
た
ナ

ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
を
開
発
し、

寄
電
素
子
の
製
造
コ
ス
ト
低

下
に
つ
な
げ
る。
卵
殻
膜
事

業
を
担
当
す
る
古
四
啓
太
氏

は
「
詳
細
は
ま
だ
言
え
な
い

が
研
究
の
進
捗
は
4
割
ほ

ど」
と
語
る。

肥
料
と
し
て
農
業
分
野
で

の
利
用
も
め
ざ
す。
卵
殻
膜

か
ら
つ
く
っ
た
ペ
プ
チ
ド

（
た
ん
ぱ
く
四
の
断
片）
を

畑
に
ま
く
と、
ト
マ
ト
や
パ

プ
リ
カ
の
収
穫
緻
が
10
S
20

％
増
加
し
た
と
い
う。
28
年

の
実
用
化
を
視
野
に
入
れ
て

開
発
を
進
め
て
い
る。

同
社
に
よ
る
と、
国
内
で

廃
菜
さ
れ
る
卵
殻
膜
は
年
1

万
此
に
上
る。
一
方
で
卵
殻

膜
は
「
菌
や
ウ
イ
ル
ス
か
ら

守
り
つ
つ、
空
気
を
通
す
俊

れ
た
素
材」
（
古
賀
氏）
と

い
う。
環
埓
に
配
慮
し
た
機

能
性
の
高
い
新
素
材
と
し

て、
卵
殻
膜
を
使っ
た
商
品

開
発
を
進
め
て
い
く。

（
京
都
支
社
足
立
佑
太）
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